

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































II． 同 想 談 95
と面會すると先生、先生と親しまれ、昔の話に、時を移すことがあり實に
愉快である。
　今日の様に数百人の學生を一堂に集めて講義をするのとは、先生と生徒
との間の親密さが全然異つてゐる。成程、設備とか、學問とかは今日の方
がすつと進んではゐるが、昔のやうに講義の後で質問鷹答をしたりして親
密に生徒に接した黙でははるかに當時の方が優れてゐると思ふ。
　四十年萌の早稻田を知つてゐるものは、大學の今日の震展を見る時、昔
の面影何庭にありやを思はせる。創立五十年の記念に際して、営時の事を
考へると實に感慨の至狼こ堪えないのである（談話筆記）。
　◎同　想　　談
　　　　　　　　　　　　　維持員　伯爵　　松李　　頼壽
　私は明治三十五年に法科を卒業致しました。現在維持員として共の任に
ありますが、只今の大隈會館の地は曾て私の下屋敷の有つた所で早大と私
とは最も深き縁故と關係を有して居ります。
　當時所謂東京專門學校は茗荷畑の中に善文學部の木造二階建の校舎と
赤煉瓦の講堂象本部位のものでした。校門から前面は一望の田圃で今日の
如き繁華さは無く、交通も至つて不便で畦道を傳つて學校へ通つたもので
す。當時學校の寄宿舎もありましたが私は水道橋の屋敷から馬で通學し
たこともあり甕す。學生の数も至つて少く服装などもまちまちで小倉の
袴に木綿紋付羽織に駒下駄と云ふ有様で下駄のま玉ぞろぞろ教室に入つ
て業授を受けたものです。當時の學生は経歴も年齢もま’ちまちで教員と
生徒の年配も差が無く卓を園んで談論しました。學校も叉出席を取ること
はなし秩序のある様な無い様な之が私學でなければ味へない特色でもあ
φました。帥ち其の無秩序奔放不覇のところに猫立自由の精神が濃つてゐ
たのであります。
96 法　　科　　同　　顧　　録
　我早稻田大學も年を闘すること五十年蝕に名實共に備はつて校蓮愈隆
盛に至れるのは、畏き極みながら明治四十一年明治大帝が本校の規模を損
張し學科を増設するの學を聞こしめされ御内努金及御沙汰書を賜り、明治
四十五年大正天皇、皇太子の御時本校に行啓遊ばされ、今又五十周年記念
に當り圖らすも皇室より御内努金を御下賜せられ、特に秩父宮殿下御差遣
の榮を辱うせる等、上皇室の優渥なる御恩寵に負ふ所なることは多言を要
しませんが、叉、故老侯の遺徳と更に今日の大早稻田に致されし學校先輩
蛙に現在當局者の苦心努力の結果であります、之を思ふとき私共は上皇恩
に謝し奉φて一致協力聖恩に副ひ奉ると共に、先輩諸士の志を達せんこと
を期せねばならないと存じます（談話筆記）。
